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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月27日(2017.7.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　曲り流路（２４）を形成する曲り部（１１ｄ）と、
　前記曲り流路からＸ方向に延びる入口流路（２１）を形成する入口部（１１ａ）と、
　前記曲り流路から前記Ｘ方向と交差するＹ方向に延びる出口流路（２２）を形成する出
口部（１１ｂ）と、
　その先端（１２ａ）が前記曲り部とともに前記曲り流路を形成することで前記入口流路
から前記曲り流路を介して前記出口流路へと至る流体の流れを許可する開状態と、前記Ｙ
方向に移動することで前記流体の流れを遮断する閉状態と、に切り替わる弁体（１２）と
、
　前記入口流路において、前記出口流路が延びる方向の側とは反対側に位置しており、前
記入口流路から前記曲り流路に向かって流れる流体を前記出口流路側へと導くガイド部（
３０）と、
を備える開閉弁（１０）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の第１観点に係る開閉弁は、曲り部と、入口部と、出口部と、弁体と、ガイド部
と、を備える。曲り部は、曲り流路を形成する。入口部は、入口流路を形成する。入口流
路は、曲り流路からＸ方向に延びている。出口部は、出口流路を形成する。出口流路は、
曲り流路からＹ方向に延びている。Ｙ方向は、Ｘ方向に交差する方向である。弁体は、開
状態と、閉状態とに切り替わる。開状態とは、弁体の先端が曲り部とともに曲り流路を形
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成することで、入口流路から曲り流路を介して出口流路へと至る流体の流れが許可される
状態である。閉状態とは、弁体がＹ方向に移動することで、前記流体の流れが遮断される
状態である。ガイド部は、入口流路において、出口流路が延びる方向の側とは反対側、す
なわち逆Ｙ方向側に位置している。そして、ガイド部は、入口流路から曲り流路に向かっ
て流れる流体を、出口流路側へと導く。
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